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 他方、企業の国際競争力に深く関わる国際技術標準化活動に関して、特に、1995 年にWTO/TBT 
協定が成立し、国内規格（任意規格/強制規格とも）を国際規格に適合することが求められ、国際標
準化の重要性はますます高まっている。様々な国際的に使用できる国際標準を策定している国際標
準策定機関(Standard Setting Organization (SSO))は多数存在している一方で、多岐に亘る必須特
許等取り扱い方針(IPRポリシー)を有する SSOs活動への参与、または、標準化活動の参加にあた
って、どのようなタイミングで、どのような国際標準策定機関を利用するか、企業にとって重要な
課題である。本論文は、このような中で、ノースウェスタン大学の Searle Ceneterのデータベース
をはじめ、複数のデータベースから関連情報を取り出し、メンバー企業と SSOsという２部グラフ
ネットワークにおけるコミュニティの検出及びそれに基づく回帰分析という独特な視点から分析を
行ったことが、新しいチャレンジとして評価できる。 
 審査においては、実証分析に使用されている回帰モデルについて、回帰モデルが適切か否か等の
選ぶ理由を十分に説明していないという指摘があった。また、本論文における特許データの分析で
は、主に米国商標特許庁（USPTO）のデータを利用することで、他の特許当局の特許に関するデ
ータベースの活用も試みる価値があるという意見もあった。さらに、本論文では既存の学問領域に
対してどのように貢献できたかに関しては専門家以外の方にも理解できるようにさらに工夫する必
要があるという指摘があった。しかしながら、本論文では、ソーシャルネットワーク分析手法を用
いて独特な視点から、国際技術標準化活動を含め、企業の知財戦略の在り方を実証的に検証し、分
析の手法や結論は妥当であることを認めることができる。また、本論文は高度な専門性や独創性を
有することであり、今後の展開も十分に期待できる点等、審査員全員は本論文が博士の学位に値す
るものであると判断した。 
 
 
